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商品名

評価結果

■ ＷEBアンケート結果

１

この価格で買いたい
と思いますか

２

この商品をターゲットにする
客層は多いと思いますか

３

USP (その商品の独⾃の売り）
がある商品だと思いますか

４

買いたくなる
ネーミングですか

５

この商品に興味が
ありますか

とてもある 少しある 普通
あまりない ない

WEBアンケート・1次審査・2次審査・最終審査を厳正に⾏った結果をご報告させていただきます。
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受賞回・年⽉

恵み茶屋『 The かきのたね 』
グランプリ

お酒とのペアリングまで考えられていて素晴らしい

商品名が「本質を追求する姿勢」の象徴として機能している

シンプルで上質感のあるパッケージでギフト、⼿⼟産にも良い
⾒事におしゃれで洗練された⾼級な柿の種になっている
品質管理や製造管理が安全で安⼼できる

袋や箱の外観から中⾝が⾒えない
通常の柿の種より⾼額である
これはただの柿の種ではないと思えるサブタイトルをつける

お酒と合わせず、単品で⾷べるとしょっぱさが強い

PL保険未加⼊である
「農薬検査なし」ということに不安を感じる
製造背景や職⼈・地域・焙煎技法などが表⾯上では伝わりにくい

⼤⼈の柿の種のコンセプトで、ターゲットが絞られていて良い

国産⽶を使⽤し、保存料不使⽤なところが良い

第94回（2025年12⽉）

2.4%

点数分布として⾦賞相当が26%、グランプリ相当が83%を占め
た結果、総合評価93%で【グランプリ】となりました。グラフが
⾼得点に寄った理由として、よく出回っている柿の種をトリュフ
味や⿇辣味など、⼤⼈をターゲットにした味わいのクオリティー
が⾼く、多くの⼈の共感を得たことが挙げられます。アンケート
の結果から92%強の⼈がこの商品に「興味がある」と答えている
ことを⾒ても、商品のコンセプトのわかりやすさは⾮常に強みと
いえます。

⼀⽅、⾦賞相当の範囲にも少なからず点数が⼊り、広報⼿段の
SNSがInstagramとLINEだけなのが懸念点となり、評価が割れた
要因と考えます。

2.4%

7.3%
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⾷前感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷前感 講評
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⾊

透明度

明暗濃淡

形 態

⼤ ⼩

次 元

視 覚

嗅 覚

光と⾊彩

形

⽐ 喩

感覚的表現

様⼦や状態

視 覚

聴 覚

触 覚

味 覚

柿の種は拍⼦⾊。種実はそのまま
の⾊を基本とする

透明度は全く感じられない

濃淡はなく、明るめの拍⼦⾊

果物の柿の種にそっくりな形。⼤
きさも同じ

柿の種は2cm×５ｍｍ、厚さは
3mm

重厚的で厚みのある⾒た⽬、奥⾏
きを感じる

それぞれの味の種類が⾊濃く⾹る

深みのある匂い。それぞれ、イン
ドや⾹港、ヨーロッパを思わせる

柿の種とは思えない、それぞれの
⾹りがしっかりと引き⽴てる

海外のざわざわしたざわめきが聴
こえる匂い

しっかりとそれぞれが主張してい
る匂い

伝統と流⾏が織りなす、エキゾ
チックな匂い

⾒た⽬は全体的に柿の種は拍⼦⾊を主とし、グリーンカレー味のものは少し⽩っぽく粉が吹いているよ
うな⾊です。それぞれのフレーバーに同封されている種実類は、⾃然の⾊合いそのものですが、グリーン
カレーに含まれているカシューナッツは少し粉が吹いたような⾊合いです。

⼤きさは柿の種は2cm × 5mm、厚みは3mmで、⼲し柿の種にそっくりな⼤きさ、形です。重厚的で厚
みのある⾒た⽬で、奥⾏きを感じます。
匂いは、それぞれの味の種類が⾊濃く⾹り、とても深みのある匂いです。インドや⾹港(中国)、ヨー
ロッパなどを思い起こさせる、柿の種とは思えない、異国情緒が漂う匂いです。⼒強さや活気を感じる匂
いで、エキゾチックな匂いに⼼が惹かれました。

パッケージは深みのある紺⾊で⾼級感が漂い、⼿触りのなめらかさが⼼地よく、個包装も上品な雰囲気
を持ち合わせており、その⾒た⽬にワクワクし楽しみが溢れてきました。⾷前に「早く⾷べたい」そんな
思いに⼼が躍りました。
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⾷中感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

■ ⾷中感 講評
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酸味

苦味

旨味

⽢味

塩味

基本五味

広い意味での味覚

匂 い

温 度

テクスチャ―

⾳

肌感覚

静騒感

擬⾳・擬態

硬 柔

粘 性

触 性

⾷材の
物質的特性

乾いているか
湿っているか

⿇辣に酸味を感じる

苦味は全く感じられない

3種類の味それぞれに深い旨味を
感じる

カシュナッツに⽢さを感じる

それぞれ奥深いところに塩味を感
じる

⼀般的な柿の種のような⾟味はな
く、各フレーバーが際⽴つ

3味ともそれぞれのフレーバーが
しみわたっている

常温でしっかりした⼒強い⼝触り

カリカリとしっかりとした⻭ごた
え

しっかり乾燥している

粘り気は全く感じられない

さらりとした⻭触りのより⾷感

⽶菓の旨味とフレーバーの絶妙な
ハーモニー

カリカリサクサクとした⾷べ⼼地

常温でちょうど良い温度が⼿に伝わり、⼝に含んだ瞬間しっかりとした⼒強い⼝触りを感じました。ひ
と⼝噛むとさらりとした肌触りの良い⾷感で、⻭ごたえはカリカリとしています。粘り気は全く感じられ
ず、しっかり乾燥しており、カリカリサクサクとした⻭⾳が⼼地よく続きます。
基本五味の内、苦味は全く感じられませんでしたが、⿇辣の"酸味"、カシューナッツの"⽢味"3つのフ
レーバーともに奥深いところに感じる"酸味"、3種類のフレーバー、それぞれに感じる深い"旨味"と"塩味"
を実感しました。この四味のバランスの良さが、アルコールをたしなむ⼤⼈の男⼥が"おいしい"と感じる
ことができる理由となります。
特に、柿の種を⾷べたことがある⼈には、⼝に含んだ瞬間、今までとは違う初めて味わう味に⼼がとき

めき、⼝の中いっぱいに広がる「⿇辣」の激的な“酸味”や“⾟味”、「グリーンカレー」のスパイシーさ、
「⿊トリュフ」の濃厚な“旨味”など、⽶菓の旨味と3種のフレーバーの絶妙なハーモニーが五感を刺激し
て“おいしさ”へと導いてくれます。

⾷べれば⾷べるほど、その味の深みにはまっていく、まさに"⼿が⽌まらない"味で⾷中間、やみつきに
なりました。
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⾷後感の⾷レポ
【責任審査員による⾷レポです】

広い意味での味覚の
レーダーチャート
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五感に対する感じ⽅
レーダーチャート

基本五味の
レーダーチャート

後 味

気候・地域

⾷経験・⾷習慣

健康・⽣活様式

⾷べている最中はそれぞれのフレーバーが際⽴ち、刺激が強す
ぎるように感じたが、旨味のみが後に引きだされ、余韻を楽し
める

特に⿇辣のフレーバーの尾を引く⾟味と⾹りが、⾹港や中国を
連想させ、⼒強いきもちになる。

海外旅⾏が好きで、多くの国に⾏ったことのある私にとって
この3味はどれもが懐かしく、⾏った時のことが思い出され、
懐かしい気持ちになった

柿の種が好きで、年に数回⼤⼊りの⼊れ物で購⼊しているが、
この3味のフレーバーは病みつきになりそう

広義の味 評点

海外の味 5

旬の味 3

⾃然素朴な味 5

⼼⾝にしみる味 5

⾼品質な味 4

五感 評点

視覚 4

聴覚 4

触覚 3

味覚 5

嗅覚 5

五味 評点

酸味 3

苦味 1

うま味 5

⽢味 1

塩味 3
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1. 内部的要因（味・五感・ニュース性等）

2. 外部的要因（ネーミング・パッケージ等）

3. 市場要因（ターゲット・トレンド等）

4. マネジメント・PR要因（広報・広告等）

5. ブランディング要因

6. 素材・安全性・その他

みんなが知っている柿の種と⾔う⽶菓を“⼤⼈の柿の種”をコンセプトとし、ターゲットが絞られている点
が良いと思われます。おしゃれなバーで飲むイメージで、３味と3種のナッツが組み合わせられており、お酒
とのペアリングまで考えて提案されていることがすばらしいです。

3種のフレーバーを展開している点は独創的であり、ナッツとの組み合わせにより、⾹り・⾟味・旨味の調
和が取れており、五感に訴える複層的な味作りがなされているのが素晴らしく、⼿仕事の温かみが伝わるこ
とに感銘を受けました。

InstagramやLINEなどを活⽤したフォロワー参加型キャンペーンや、受賞実績を⽣かした広報展開を計画
しており、ブランド体験を共有する姿勢が明確である。ところが素晴らしいです。スタッフが「⼼のこもっ
た対応」を意識し、オンライン販売でも丁寧なホスピタリティーを実践している点は信頼の基礎となり⼤切
にする思いが伝わります。

SNSでの発信だけではなく、バーなどでの提供イベントも検討されても良いのではないでしょうか。
また、味に合うお酒と⼀緒に販売されても良いのではと考えられます。

柿の種を全く違うイメージでの商品開発が独⾃性と⾃社らしさもあり、マーケットとしてユニークな商品
です。希望⼩売価格はギフトスナックとして妥当であり、D2Cによる適正価格提供という⽅針が整合してい
るところが良いと思われます。
若年層やノンアルコール層への接点が少ないが課題なのではないでしょうか。⾹⾟料フレーバーのバリ
エーション展開や⼩容量パッケージを導⼊することで、カジュアル層への拡⼤余地があるように思われ、ま
だまだ伸びしろを感じることができます。

「The かきのたね」と⾔うネーミングがただ者ではない印象を与え、柿の種の中の柿の種と⾔う期待を持
たせます。まるで海外のチョコレートの紙箱のように⾼級感があり、個包装は中⾝がわかるように、作り⼿
の思いと原材料に関する説明が掲載され、丁寧で親切な印象を受けました。

パッケージデザインが商品コンセプトに合わせたデザインでおしゃれ感があり、1⾷分ずつ⼩分けしてある
のも⾹りや⾷感が維持され、様々な配慮を感じるところに商品を⼤切にする思いがしっかりと伝わります。

国産素材・⽼舗技術・世界の⾹⾟料と⾔う三要素を軸に、少量⽣産による品質維持とDtoCによる価格コン
トロールを両⽴している点は、中⼩企業としての理想的戦略であると思われます。ギフトシリーズを通じて
「上質な時間を届ける⼤⼈のブランド」と⾔う明確なブランドアイデンティティーとしている点が素晴らし
いと思われます。創業明治2年の⽼舗が作るという「伝統」と世界のスパイスを掛け合わせた「⾰新性」をブ
ランドの軸にすることで、地域の社会貢献や新たなファンの獲得にも貢献しているのであろうと確信します。

国産⽶を使⽤し、保存料不使⽤、着⾊料も天然由来成分のみにこだわるなど、素材の配慮がされていると
ころが安⼼できます。HACCP、ISO9001、FSSC22000認証を取得した⼯場での製造、トレーサビリティの
徹底は安全性と⾼品質への⾼い意識を⽰すと思われます。
 ただ、輸⼊品のナッツを使⽤しているのであれば、農薬検査がある⽅が消費者は安⼼できるのではないで
しょうか。

また、アレルゲンフリーのフレーバー開発があると、さらにファンが増えると思われます。
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94%

91%

91%

マネジメント・PR要因
94%

92%

94%

要因分布として、91%から94%の範囲に分布し、全体的
にバランスの良い⼤きな六⾓形となりました。

味や⾹りなど五感からなる商品全体の魅⼒を表す「内部
的要因」が94%、ネーミングやパッケージから構成される
「外部的要因」は91%と⾼評価です。市場・トレンドから
構成される「市場要因」は91%、マネジメント・広報等か
ら構成される「マネジメント・PR要因」が94%と、上記4
要因に関しては、この商品の持つそれぞれの特徴やクオリ
ティーが⾼く、安定した⾼評価につながりました。

「ブランディング要因」は92%と⾼評価です。国産素
材・⽼舗技術・世界の⾹⾟料という三要素を軸に「上質な
時間を届ける⼤⼈のブランド」と⾔う明確なブランドアイ
デンティティーを軸にしている点が素晴らしく、⾼評価に
つながったと思われます。

また、「素材・安全性」は94%と⾼評価です。⽼舗なら
ではの昔ながらの製法で作られていることや国産⽶使⽤、
保存料不使⽤着⾊料は天然由来成分のみと⾔う素材の良さ
が健康志向の⾼まりを受けることで審査員に伝わり、⾼評
価につながりました。

まず初めに、「おしゃれなバーでしっぽり、お酒と楽しむ⼤⼈の柿の種」と⾔うコンセプトのもと、お
酒との相性を意識し、三種類の⾹⾟料で味付けした新しい味わいの柿の種の開発に挑まれ、伝統と⾷⽂化
に根ざし、より良い'味"への探求を続け、チャレンジされる姿勢に敬意を表します。
『The かきのたね』は商品としてわかりやすく、パッケージからは⾼級感が漂い普通とは違う“何か”を

感じられる、とても興味深い商品でした。パッケージを開けた瞬間、内蓋部分に記されているフレーバー
や、それに似合うお酒の種類が記載されており、「お酒をたしなむ⼤⼈のための商品」だと感じました。
それぞれの味を順に⼝に含んだ瞬間、⾒える景⾊がそれぞれ全く違い、⾷べれば⾷べるほどやみつきにな
る味わいに⼼奪われました。おしゃれなバーで飲むイメージで、3種のフレーバーは、3種類のナッツと組
み合わされており、それぞれの味の融合性と明治時代から続く⽼舗がほぼ⼿作りで作られていることに多
くの審査員を魅了しました。「柿の種」と⾔えば、唐⾟⼦味の⾟さとピーナツの味わいと思われがちです
が、当商品は全く違うため、「1粒ごとの完成度が⾼く、素晴らしいですね」「⽢さと⾟さのコンビネー
ションが素晴らしいですね」などの意⾒が多く聞かれ、審査員たちから⾼評価を得ました。

⼀⽅、ネガティブな意⾒として、アルコールをたしなむ⼤⼈だけではなく、アルコールが苦⼿な⼤⼈や
若年層への接点が少ないのは⼤きな課題なのではないでしょうか。⾹⾟料フレーバーのバリエーション展
開や⼩容量や⼤容量での販売を導⼊することでカジュアル層への拡⼤余地があるように思われます。また、
SNSはInstagramやLINEを活⽤した広報活動がされていますが、YouTubeやX、TikTokなどによる広報活
動を展開されても良いのではないでしょうか？SNSでの発信だけでなく、バーなどでお酒とともに提供し
たり、お勧めのお酒と⼀緒に販売すると当商品の良さをアピールすることにつながり、新たなファンの獲
得につながるかと思われます。

また、輸⼊のナッツを使⽤しているのであれば、農薬検査をすることで消費者にとって安⼼感が得られ
ると思いますので、ご検討いただけますと幸いです。
出品商品はそれ⾃体完成度は⾮常に⾼いものであり、「Theかきのたね」が多くの⼈々に愛され続けるよ
う、さらなる⾶躍と活躍を楽しみにしています。
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